
学科名：30年度は2学科分合同

平成３０年度計画 平成３０年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。 該当する項目に
ついては、セルを分割して、上段に
中間報告、下段に最終報告を記載す
る。

①調査書記載事項の評価方法につい
て、学部専門委員会で検討してもら
い、評価方法はほぼ決定した。 １
０月からの入試で検証も含めながら
実施する予定である。②学生による
情報発信は十分とは言えないが、学
生に依頼して実施している。母校訪
問については、８月・９月で各学科
１０名程度訪問し、学生目線のPRを
してくれた。

〇 〇

①入試制度の変更については、再受
験者も含めてではあるが、志願者の
大幅増につながった。調査書記載事
項等の評価方法について、入学者の
学習態度・成績等を考慮して必要で
あれば検討を行う。②学生による情
報発信はできていない。

△ △

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（１）平成３０年度計画は、就実短期大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載する。

（２）平成３０年度実行内容は、平成３０年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。

（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

①高大接続入試改革を計画的に実施
していく。また、特待生制度を見な
おし、上位層の受験者・入学者の獲
得 を 目 指 す 。
②ＳＮＳを活用した広報活動をより
充実させる。また、高校教員への周
知活動の方法についても検討する。

①高大接続に応じた入試制度の変更
については、全学部推薦入試におい
て調査書記載事項の評価を開始す
る。 ②学生を活用したＳＮ
Ｓ等の情報発信を積極的に行ってい
く。高校訪問については、教員によ
る訪問に加え、在学生による母校訪
問で学生目線の就実の魅力を積極的
に発信していく。

①高大接続に対応した新入試制度や
特待生制度を見直して優秀な入学者
を確保するとともに、奨学金制度の
さらなる充実、学生寮を整備するな
ど、経済的に修学困難な学生への支
援を強化する。
②ホームページや大学ポートレート
の充実、教員の高校訪問の機会を増
やして本学の強みや特色を根気よく
伝えていくなど、入学志願者の増加
につながる戦略的な入試広報活動を
展開する。

【平成３０年度短大の主要事業計画と改革の重点事項】

就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各学科の年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（又は事務部）： 　短期大学 計画：平成30年5月7日／中間報告：平成30年9月30日／最終報告：平成31年3月31日

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局及び学科における３０年度計画と実行計画

中　期　目　標 中　期　計　画

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。
（１）組織的な大学改革への取り
組みと活力ある組織への転換によ
る教学ガバナンスの強化
（２）3ポリシーを具現化して学
生の成長を促進する教育改革と多
様性豊かな人材育成の推進
（３）学内環境の整備と学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化による学生の満足度向上
（４）入試・奨学金制度改革によ
る優秀な学生の確保と効果的な入
試広報活動の充実
（５）教員研究力・地域貢献力の
向上・活性化によるイノベーショ
ン創出とグローバル化推進


